	新規事業チャレンジ部門

活動調書（ふりかえりシート）
	団体名
	

	
	事業名
	

	
	記入者
	


新規事業チャレンジ部門は、市内で市民活動を行っている団体が、身近な地域課題や多様化する課題など、新しい課題に対する取組みを3か年のビジョンを持って展開する事業に対し補助金を交付し、様々な市民活動がさらに活発化することを期待しています。

貴団体の新規事業は、どれだけ目的を達成できたのか、ふりかえってみましょう。

１　補助金を使った活動の実績を詳しくご記入ください。

＜日時、場所、事業内容、参加人数など具体的に＞　※添付資料可


２　申請時に目指した期待される効果【申請書：団体調書（４）】を達成することができましたか？

　　□できた □おおよそできた □どちらかというとできなかった □できなかった

（レ点記入）

·  上記の効果にはどのような要因が考えられますか？


３　補助事業・活動をとおして、新たな課題や発見・気づきはありましたか？


□あった □なかった（レ点記入）

◎あった場合について、それはどのようなことですか？

４　新たなメンバーの加入や活動の広がりはありましたか？

　　

□あった □なかった（レ点記入）

◎あった場合について、それはどのようなことですか？

５　今回の補助を踏まえ、今後どのような活動・事業を実施していきたいですか？


６　豊田市市民活動促進補助金についてのご意見・ご要望等がありましたら、

　　今後の参考にさせていただきますのでご記入ください。（任意）



「事業」を自己評価してみましょう






	■レーダーチャートの書き方■　　各項目を１～５点で事業評価をしましょう。

　≪評価基準≫

５：大変よくできた ４：よくできた ３：できた ２：あまりできなかった １：ほとんどできなかった

課題

取組の実施により市民や団体の利益に貢献した。まちの課題、市民のニーズに的確に対応できた。市民が共感できる新しい課題やテーマ、視点から取り組めた。

資金

自主的な資金の計画的な確保に努め、他の助成金等の資金確保を積極的に行った。

継続性

事業に取り組むために、役割や担い手など、組織的な体制を整え実施することができた。

団体内で活動を共有する機会を設けながら実施することができた。（総会・会議・報告等）今後も継続して活動に取り組む見込みである。事業の発展性が見込める。

組織

強化

取組を実施し、その意義を分かりやすく第三者に伝え、理解者を増やすことができた。

取組を実施し、課題を意識する人が増え、自分や団体の成長、発展につながった。

取組の実施により、必要な資源（人・モノ・情報）の確保に取り組み、様々な人や団体がつながる機会を作った。

実現性

３か年のビジョンに向かって、事業計画やスケジュール、収支計画の予定通り行えた。
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